
幼児同乗中の事故の特徴として、「バランスくずれ」が多く占めます。転倒時は頭
を打つケースが多いことから運転者も同乗する子どももヘルメットを着用して頭部
への衝撃を防ぎましょう。

車両乗り入れ部の段差５センチを乗り越えて走行する際、転倒リスクが高まります。
段差を乗り越えるときは速度を十分落として大きな進入角度で走行しましょう。

万が一事故があったとき、前にいく力が働き、子どもがハンドルなどに頭を強く
打ってしまう可能性があります。乗る側の交通ルールをしっかり守りましょう。


